
「市町募集事務担当者課長等会議」を支援
当
日
は
、
今
年
度
の
募
集
活
動
に
お
け
る
重
点
市
町
に
指
定
さ
れ
た
静
岡
市
を
含
む
７
市
町
に
よ

実
と
熱
意
あ
る
志
願
者
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

れ
を
踏
ま
え
募
集
事
務
担
当
者
と
し
て
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ

整
備
工
場
、
自
衛
隊
創
設
以
前
か
ら
現
在
ま
で
の
貴
重
な
資
料
や
歴
代
の
装
備
品
等
を
展
示
し
た
資

こ
れ
は
、
毎
年
静
岡
県
が
主
催
し
、
募
集
事
務
を
担
当
し
て
い
る
各
市
町
の
担
当
課
長
等
に
対
し

官
募
集
ブ
ー
ス
等
の
提
供
」
と
い
っ
た
各
市
町
担
当
者
の
日
頃
か
ら
の
創
意
工
夫
し
た
各
種
施
策
が

じ
て
自
衛
隊
の
現
状
等
を
確
認
し
て
も
ら
う
も
の
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
各
自
治
体
の
募
集
事
務
担
当
者
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
募
集
基
盤
の
充

参
加
者
か
ら
は
「
自
衛
官
が
働
く
充
実
し
た
施
設
や
環
境
を
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
そ

そ
の
後
、
第
１
０
５
全
般
支
援
大
隊
の
支
援
に
よ
り
、
９
０
式
・
１
０
式
各
戦
車
等
を
整
備
す
る

課
長
等
会
議
」
に
協
力
し
た
。

映
像
の
広
告
や
、
自
衛
隊
の
各
種
協
力
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
「
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
自
衛

て
募
集
事
務
要
領
や
静
岡
県
の
自
衛
隊
募
集
状
況
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
部
隊
研
修
を
通

た
。

料
館
の
見
学
等
を
行
い
、
自
衛
隊
の
歴
史
と
隊
員
の
職
場
環
境
等
を
間
近
で
確
認
し
た
。

示
さ
れ
た
。

自
衛
隊
富
士
学
校
（
駿
東
郡
小
山
町
）
で
行
わ
れ
た
「
平
成
２
９
年
度
市
町
自
衛
官
募
集
事
務
担
当

る
「
自
衛
官
募
集
施
策
」
の
発
表
が
あ
り
、
駅
構
内
の
巨
大
モ
ニ
タ
ー
を
使
用
し
た
自
衛
隊
の
Ｃ
Ｍ

沼津の中学校で中部航空音楽隊が演奏会

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
５
月
３
０
日
（
火
）、
陸
上

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
根
本
博
之
１
等
陸
佐
）
は
、
５
月
３
０
日
（
火
）、
沼

せ
て
実
施
さ
れ
た
。
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
の
演
奏
指
導
を
受
け
た
学
生
達
は
目
を
輝
か

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
県
内
の
各
学
校
と
の
連
携
を
強
化
し
、
学
生
と
自
衛
隊
が
直
接
交
流
出
来

参
加
し
た
教
諭
は
「
是
非
ま
た
こ
の
よ
う
な
自
衛
隊
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
、
技
術
指
導
や
演
奏

れ
た
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」
や
映
画
が
話
題
と
な
っ
た
「
美
女
と
野
獣
メ
ド
レ
ー
」
等
で
観
衆
を

こ
れ
は
、
自
衛
隊
音
楽
隊
の
演
奏
す
る
本
物
の
音
楽
演
奏
を
通
じ
て
自
衛
隊
を
知
っ
て
も
ら
い
、

前
に
演
奏
会
が
開
か
れ
、
前
半
は
中
部
航
空
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
、
後
半
は
同
校
吹
奏
楽
部
と
の
合

午
前
中
に
行
わ
れ
た
音
楽
隊
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
合
わ
せ
て
、
同
校
吹
奏
楽
部
へ
の
演
奏
指
導
も
併

中
学
校
や
高
校
へ
も
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
回
の
成
果
を
実
感
し
た
感
想
を
語
っ
た
。

行
い
、
会
場
が
一
体
に
な
っ
て
盛
り
上
が
る
等
の
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

前
半
の
演
奏
で
は
、
航
空
自
衛
隊
で
活
躍
す
る
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
チ
ー
ム
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
曲
さ

（
浜
松
基
地
）
に
よ
る
音
楽
演
奏
会
に
協
力
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
体
育
館
に
集
ま
っ
た
約
４
０
０
人
の
全
校
生
徒
と
、
約
３
０
０
人
の
保
護
者
等
を

自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
や
関
心
を
少
し
で
も
高
め
て
も
ら
う
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。

会
を
開
い
て
頂
き
た
い
」
と
話
し
、
音
楽
隊
側
も
「
学
生
と
交
流
出
来
る
良
い
機
会
だ
っ
た
。
他
の

魅
了
す
る
と
と
も
に
、
合
同
演
奏
し
た
「
宝
島
」
で
は
、
音
楽
隊
長
の
リ
ー
ド
で
全
員
が
手
拍
子
を

同
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

津
市
立
第
五
中
学
校
（
校
長
・
奥
村
篤
氏
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
音
楽
隊

せ
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

る
場
を
実
現
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
衛
隊
へ
の
関
心
向
上
や
志
望
者
の
増
加
に
努
め
て
い
く
。


